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野
口
寧
斎
の
漢
詩
集
『
出
門
小
草
』
の
上
梓
を
め
ぐ
っ
て

 

日
　
野
　
俊
　
彦

は
じ
め
に

　

野
口
寧
斎
（
慶
應
三
年
三
月
十
五
日
〈
１
８
６
７
・
４
・
１
９
〉〜
明
治
三

十
八
〈
１
９
０
５
〉
年
五
月
十
二
日
）
は
、
森
春
濤
ら
幕
末
か
ら
明
治
十
年
代

の
漢
詩
壇
を
牽
引
し
た
世
代
の
後
を
継
ぐ
存
在
と
し
て
、
森
槐
南
ら
と
と
も
に

注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
ま
と
ま
っ
た
漢
詩
集
が
な
い
こ
と

と
、
彼
の
伝
記
資
料
に
乏
し
い
こ
と
―
―
こ
れ
は
彼
の
死
が
、
日
本
の
猟
奇
殺

人
事
件
の
一
つ
で
あ
る
「
野
口
男
三
郎
事
件
」
に
関
係
す
る
こ
と
に
因
る
か

―
―
、
こ
の
二
点
が
お
そ
ら
く
は
近
年
に
な
る
ま
で
研
究
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
今
日
で
は
寧
斎
を
対
象
と
す
る
論
文
が
書
か

れ
て
お
り
、
徐
々
に
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
１
）。
そ
の
一
助
と
し
て
、
本
論
文
で

は
、
寧
斎
の
唯
一
の
漢
詩
集
で
あ
る
『
出
門
小
草
』（
明
治
二
十
三
年
刊
）
を

研
究
対
象
と
す
る
（
２
）。
ま
ず
、
当
時
の
寧
斎
の
環
境
に
つ
い
て
触
れ
、
次
い
で

『
出
門
小
草
』
序
跋
執
筆
者
等
と
の
関
係
、
収
録
さ
れ
た
漢
詩
の
構
成
に
つ
い

て
述
べ
る
。
最
後
に
所
収
の
漢
詩
「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩
か
ら
、
寧
斎
の
描

い
た
森
春
濤
像
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

『
出
門
小
草
』
出
版
に
至
る
ま
で

　

中
村
忠
行
編
「
略
歴
」
で
は
、
寧
斎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
（
３
）。

　

十
四
年
父
の
病
没
に
よ
り
帰
郷
、
数
年
後
再
び
上
京
し
て
哲
学
館
に
入

り
、
か
た
わ
ら
詩
を
森
春
濤
・
槐
南
に
学
ん
だ
。
同
門
の
佐
藤
六
石
と
は
、

そ
の
頃
か
ら
親
交
を
結
ん
だ
。
か
く
て
、
寧
斎
の
詩
は
、「
新
新
文
詩
」

第
十
三
集
（
明
十
九
・
六
）
以
下
、「
毎
日
新
聞
」
の
「
滄
海
拾
珠
」
欄
、

「
東
京
日
日
新
聞
」
の
「
文
苑
」
欄
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
実
際
に
詩
人

と
し
て
の
声
価
が
定
ま
っ
た
の
は
『
出
門
小
草
』
の
上
梓
（
明
二
三
・

三
）
以
後
の
こ
と
で
、
同
年
九
月
の
星
社
結
成
の
折
に
は
、
既
に
「
詩
壇

の
鬼
才
」
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
。

概
ね
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
合
山
林
太
郎
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、

寧
斎
の
詩
が
「
新
文
詩
」
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
同
第
九
十
三
集
（
癸

未
四
月
）
所
収
の
「
若
林
残
夢
翁
七
十
九
寿
詞
﹇
原
三
﹈」
一
首
で
あ
る
。
癸

未
は
明
治
十
六
年
、
寧
斎
十
九
才
の
と
き
で
あ
る
（
４
）。

　

森
春
濤
・
槐
南
父
子
の
編
に
な
る
「
新
文
詩
」
に
は
、
寧
斎
の
父
、
野
口
松

陽
（
名
は
常
共
、
字
は
伯
辰
）
が
第
一
集
か
ら
、
時
に
自
ら
の
詩
を
載
せ
、
時
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に
他
者
の
詩
の
評
者
と
な
る
な
ど
、
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
第
九
十

三
集
に
、
土
方
久
元
の
「
野
口
松
陽
三
回
忌
辰
作
」
詩
も
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
見
る
と
、
春
濤
ら
は
寧
斎
の
詩
壇
へ
の
初
登
場
の
時
期
を
、
松
陽
の
喪

が
明
け
た
こ
ろ
と
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
土
方
の
詩
に
は

巌
谷
一
六
・
森
春
濤
の
評
が
あ
り
、
一
六
は
「
一
字
一
涙
、
不
堪
多
読
（
一
字

一
涙
し
、
多
読
に
堪
え
ず
）」、
春
濤
は
「
一
読
一
慟
、
予
欲
刻
之
松
陽
墓
道
碑

焉
（
一
読
一
慟
し
、
予
、
之
を
松
陽
の
墓
道
碑
に
刻
ま
ん
と
欲
す
）」
と
評
し

て
い
る
。

　

春
濤
と
松
陽
と
の
交
際
に
つ
い
て
は
、
合
山
論
文
に
詳
し
い
た
め
、
こ
こ
で

は
、
春
濤
と
同
じ
く
明
治
漢
詩
壇
を
牽
引
し
、
詩
文
集
『
一
六
遺
稿
』
を
残
し

た
巌
谷
一
六
と
野
口
松
陽
と
の
交
際
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
両
者
の
交
際
の
始

ま
り
は
、
共
に
太
政
官
に
勤
め
始
め
た
明
治
七
、
八
年
ご
ろ
で
あ
ろ
う
。
後
に

松
陽
の
漢
詩
集
『
毛
山
探
勝
録（５
）』（
松
陽
が
亡
く
な
っ
て
わ
ず
か
三
ヶ
月
後
の

明
治
十
四
年
八
月
刊
。
出
版
人
は
森
槐
南
）
で
は
、
一
六
の
自
作
自
書
に
な
る

「
読
毛
山
探
勝
録
」
が
そ
の
掉
尾
を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
余
与
伯
辰
、

同
在
史
官
。
交
久
情
親
、
尤
服
其
才
藝
。
文
酒
徴
逐
、
相
得
甚
楽
（
余
と
伯
辰
、

同
じ
く
史
官
に
在
り
。
交
わ
り
久
し
く
し
て
情
親
し
、
尤
も
其
の
才
藝
に
服
す
。

文
酒
徴
逐
し
て
、
相
甚
だ
楽
し
き
を
得
）」
と
記
し
て
い
る
。
史
官
と
は
、
明

治
政
府
が
明
治
十
年
に
設
置
し
た
修
史
館
（
同
八
年
、
歴
史
編
纂
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
、
修
史
局
を
改
組
し
た
も
の
）
を
指
す
。
松
陽
は
内
閣
権
少
書
記
官

が
最
後
の
職
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
修
史
館
在
職
時
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

あ
る
い
は
松
陽
が
そ
の
才
芸
を
発
揮
す
る
の
に
、
修
史
館
―
―
士
大
夫
に
と
っ

て
、
歴
史
編
纂
に
関
わ
る
こ
と
は
、
的
確
な
記
述
能
力
な
ど
が
強
く
問
わ
れ
る

た
め
、
特
に
重
い
意
味
を
持
つ
―
―
こ
そ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
、
と
一
六
が
考

え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
一
六
の
息
子
、
巌
谷
小
波
も
「
寧
斎
主
人
と
余
と
は
、

実
に
不
思
議
の
宿
縁
あ
る
も
の
で
あ
る
。
主
人
の
父
常
共
氏
は
、
又
松
陽
と
号

し
て
有
名
な
学
者
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
我
が
父
と
は
只
に
同
職
の
同
僚
で
あ
つ

た
の
み
な
ら
ず
、
私
交
に
も
同
好
の
誼
を
篤
う
し
て
、
実
に
莫
逆
の
間
で
あ
つ

た
が
、
其
児
等
も
互
ひ
に
親
友
と
し
て
、
交
際
は
前
後
二
十
年
に
垂
ん
と
す

る（６
）」
と
回
想
し
て
お
り
、
一
六
・
松
陽
の
交
際
の
深
さ
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
松
陽
は
明
治
十
四
年
五
月
四
日
に
亡
く
な
る
が
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な

く
刊
行
さ
れ
た
「
新
文
詩
」
第
七
十
三
集
（
辛
巳
四
月
至
五
月
）、
同
第
七
十

四
集
（
辛
巳
五
月
至
六
月
）
に
は
左
記
の
よ
う
な
松
陽
を
追
悼
し
た
詩
文
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

第
七
十
三
集

巌
谷
一
六
「
哭
野
口
伯
辰
」
詩
（
評
は
依
田
学
海
）

第
七
十
四
集

蒲
生
褧
亭
「
祭
野
口
伯
辰
文
」（
評
は
棗
園
〈
姓
名
未
詳
〉）

丁
野
遠
影
「
哭
野
口
伯
辰
」
詩
（
評
は
一
六
）

こ
の
時
、
一
六
は
修
史
館
一
等
編
修
官
、
依
田
学
海
は
同
三
等
編
修
官
、
丁
野

遠
影
は
警
視
庁
二
等
警
視
で
あ
る
。
蒲
生
褧
亭
は
か
つ
て
修
史
局
三
等
協
修
を

勤
め
て
い
た
。
丁
野
と
松
陽
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
依
田
・

蒲
生
は
い
ず
れ
も
太
政
官
管
轄
の
修
史
館
（
修
史
局
）
に
勤
め
て
い
た
か
ら
、

太
政
官
の
官
吏
で
あ
っ
た
松
陽
と
は
、
詩
壇
以
外
で
も
交
際
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
学
海
は
『
学
海
日
録（７
）』
の
中
で
、「（
明
治
十
四
年　

日
野
注
）
五
日
。
出

仕
す
。
き
の
ふ
野
口
松
陽
や
み
て
歿
す
。
松
陽
、
名
は
常
共
、
肥
前
諫
早
の
人
。
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詩
文
最
工
な
り
。
人
と
な
り
温
厚
に
し
て
事
務
に
通
ず
。
癩
疾
に
か
か
り
久
し

く
病
た
り
し
が
終
に
不
起
。
惜
か
な
。
六
日
。
少
雨
。
松
陽
の
葬
を
青
山
に
送

る
」
と
記
し
、
松
陽
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。
一
覧
を
見
れ
ば
解
る
よ
う
に
、
一

六
は
自
ら
松
陽
追
悼
の
詩
を
作
り
、
丁
野
の
詩
の
評
者
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
も
一
六
と
松
陽
の
交
際
の
深
さ
を
伺
え
る
の
で
あ
る
。
寧
斎
の
詩
人
と
し

て
の
成
長
を
考
え
る
上
で
、
一
六
の
存
在
の
大
き
さ
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
出
門
小
草
』
の
構
成
に
つ
い
て

　

明
治
十
六
年
、
詩
壇
へ
の
登
場
を
果
た
し
た
寧
斎
は
、
一
方
、
哲
学
館
（
現

在
の
東
洋
大
学
）
に
お
い
て
学
業
に
励
ん
で
い
る
。
寧
斎
の
友
人
で
あ
り
詩
人

で
あ
る
、
佐
藤
六
石
（
元
治
元
年
〜
昭
和
二
年
）
は
寧
斎
を
追
憶
し
た
文
章
に

次
の
一
節
が
あ
る
（
８
）。

　

去
る
五
月
十
二
日
（
明
治
三
十
五
年　

日
野
注
）
に
亡
く
な
つ
た
野

口
寧
斎
と
余
と
は
、
随
分
古
い
友
達
で
、
そ
の
交
際
を
始
め
た
の
は
、

明
治
十
七
八
年
頃
で
あ
ツ
た
。
そ
の
頃
、
寧
斎
は
哲
学
館
に
、
余
は
皇

典
講
究
所
に
入
学
し
て
居
た
が
、
好
き
な
道
と
て
課
業
の
暇
さ
へ
あ
れ

ば
平
仄
を
並
べ
、
一
詩
出
来
毎
に
、
そ
れ
を
浄
書
し
て
「
毎
日
新
聞
」

へ
投
寄
し
て
居
た
。「
毎
日
新
聞
」
の
滄
海
拾
珠
欄
は
、
初
め
森
春
濤

先
生
が
担
任
し
て
居
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
槐
南
先
生
が
代
は
ら
れ
た
。

寧
斎
も
余
も
此
の
拾
珠
欄
の
お
蔭
で
、
世
間
に
詩
名
が
知
ら
れ
た
の
で

あ
ツ
た
。

　

春
濤
・
槐
南
父
子
の
編
す
る
「
新
文
詩
」「
新
新
文
詩
」、
詩
の
評
者
と
な
っ

て
い
た
「
毎
日
新
聞
」
へ
の
投
稿
を
通
じ
、
寧
斎
は
そ
の
詩
人
と
し
て
の
才
能

を
開
花
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
投
稿
者
と
し
て
の
立

場
に
留
ま
っ
て
お
り
、
詩
壇
に
お
け
る
存
在
を
は
っ
き
り
示
す
た
め
に
は
、
詩

集
を
刊
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
先
の
記
事
を

書
い
た
佐
藤
六
石
は
、『
出
門
小
草
』
刊
行
四
ヶ
月
前
の
明
治
二
十
二
年
十
一

月
に
詩
集
『
扁
舟
載
鶴
集（９
）』
を
刊
行
し
て
い
る
。
四
歳
年
上
の
六
石
が
詩
集
を

刊
行
し
た
こ
と
は
、
寧
斎
に
と
っ
て
詩
集
を
世
に
出
す
こ
と
へ
の
大
き
な
刺
激

に
な
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
六
石
は
、
先
の
記
事
で
『
出
門
小

草
』
刊
行
に
つ
い
て
の
経
緯
も
述
べ
て
い
る
。

　

出
門
小
草
の
上
梓　

寧
斎
が
著
に
し
て
、
そ
の
上
梓
せ
る
始
め
は
、
出

門
小
草
で
あ
る
。
此
は
暗
に
余
が
「
扁
舟
載
鶴
集
」
と
相
対
峙
す
る
積
り

で
著
し
た
の
で
、
題
簽
は
巌
谷
一
六
翁
、
序
文
は
矢
土
錦
山
氏
、
余
の

「
載
鶴
集
」
と
少
し
も
替
ら
ぬ
。
殊
に
四
号
字
で
廿
一
字
詰
九
行
の
排
列

ま
で
同
じ
で
あ
ッ
た
が
、
そ
の
作
に
至
り
て
は
、
精
練
淘
汰
俗
に
所
謂
絹

篩
に
か
け
た
も
の
で
、
余
が
集
と
は
ま
る
で
雲
泥
の
相
違
で
あ
つ
た
。
で
熊

谷
寺
懐
古
の
作
は
、
余
が
九
十
九
里
歌
の
七
古
と
対
し
、
恭
輓
春
濤
森
先

生
の
作
は
、
余
が
堀
上
邸
篠
原
氏
題
其
槐
陰
堂
二
十
二
韻
と
対
し
、
ど
こ

ま
で
も
余
と
対
峙
し
て
遂
に
余
を
し
て
顔
色
な
か
ら
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。

表
１
を
見
る
と
判
る
よ
う
に
、
詩
の
数
・
題
跋
の
著
者
な
ど
、
ほ
ぼ
両
書
は
同

じ
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
六
石
の
証
言
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、『
出
門
小
草
』

の
刊
行
に
つ
い
て
、
寧
斎
が
い
か
に
六
石
へ
の
強
い
対
抗
心
を
表
し
た
か
が
、

は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
序
跋
な
ど
を
寄
せ
た
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
巌
谷
一
六
は

す
で
に
触
れ
た
の
で
、
他
の
人
々
を
見
る
と
、
岡
本
黄
石
の
よ
う
な
老
大
家
、
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表
1

野
口
寧
斎
『
出
門
小
草
』
目
次

佐
藤
六
石
『
扁
舟
載
鶴
集
』
目
次

題
簽

「
出
門
小
艸
」

一
六
（
巌
谷
修
）

題
簽

「
扁
舟
載
鶴
集
」

（
巌
谷
一
六　

＊
１
）

表
紙
裏

「
呈　

櫻
史
詞
兄
雅
鑑
」「
野
口
弌
字
／
毌
卿
號
／
寧
齋
」

寧
斎
自
書
・
鈐
印
＊
２

表
題

「
扁
舟
載
鶴
集
」

（
巌
谷
一
六
）

表
題

「
出
門
小
草
」

古
梅
修
題
（
巌
谷
修
）

表
題
裏

「
磊
々
山
房
聚
珍
」

（
巌
谷
一
六
）

題
辞

鷹
城
学
人
（
諫
早
家
崇
）

題
辞

古
梅
居
士
題
（
巌
谷
一
六
）

叙

矢
土
錦
山
（
勝
之
）

叙

矢
土
錦
山
（
勝
之
）

献
詩

森
大
来
（
槐
南
）

題
詞
１

森
大
来
（
槐
南
）

総
評
１

岡
本
黄
石
（
迪
）

題
詞
２

本
田
幸
（
種
竹
）

総
評
２

巌
谷
古
梅
（
修
）

題
詞
３

野
口
弌
（
寧
斎
）

寧
斎
詩
１

出
門
放
歌
（
以
下
全
て
の
詩
に
槐
南
の
評
の
み
が
付
さ
れ
て
い
る
）

六
石
詩
１

己
丑
八
月
、
舟
発
霊
岸
島
（
付
、
黄
石
・
春
濤
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
２

車
中
望
大
宮
公
園
。
卒
賦
二
律
。
似
同
游
堀
古
鼠

六
石
詩
２

舟
中
放
歌
（
付
、
黄
石
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
３

過
鴻
巣

六
石
詩
３

寒
川
（
付
、
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
４

晩
至
熊
谷
。
寺
山
星
川
来
邀
。
延
余
於
家
。
賦
此
抒
謝
。

六
石
詩
４

自
千
葉
至
東
金
途
中
（
付
、
黄
石
・
一
六
・
春
濤
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
５

訪
刈
谷
富
春
梅
花
村
荘

六
石
詩
５

東
金
客
舎
（
付
、
一
六
批
評
）

寧
斎
詩
６

漢
源
閣

六
石
詩
６

槐
陰
堂
主
人
篠
原
君
、
邀
飲
八
鶴
亭
。
臨
水
対
山
、
眺
矚
絶
佳
。
欲
用
梁
星
巌
先
生
旧
題
韻
以
賦
一
律
、
未
成
。
君

促
之
甚
急
。
乃
口
占
二
十
八
字
、
塞
責
。（
付
、
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
７

歳
晩
書
懐　

節
二

六
石
詩
７

八
鶴
湖
。
用
星
巌
先
生
旧
題
韻
。（
四
首　

付
、
槐
南
・
春
濤
・
一
六
批
評
）

寧
斎
詩
８

庚
寅
元
旦
。
口
占
二
律

六
石
詩
８

湖
上
晩
帰
（
付
、
黄
石
・
一
六
・
槐
南
・
春
濤
批
評
）

寧
斎
詩
９

即
事

六
石
詩
９

川
場
村
所
見
（
付
、
槐
南
・
一
六
批
評
）

寧
斎
詩
10

暁
起

六
石
詩
10

堀
上
村
篠
原
氏
宅
、
題
其
槐
陰
堂
。
二
十
二
韻
。（
付
、
槐
南
・
一
六
・
春
濤
・
黄
石
批
評
）

寧
斎
詩
11

熊
谷
寺
懐
古

六
石
詩
11

片
貝
村
飯
高
氏
食
蛤
、
戯
賦
。（
付
、
黄
石
・
一
六
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
12

寄
懐
大
久
保
湘
南
在
鎌
倉

六
石
詩
12

九
十
九
里
歌
（
付
、
一
六
・
槐
南
・
春
濤
批
評
）

寧
斎
詩
13

五
日
。
散
策
紀
游
。
五
首

六
石
詩
13

二
袋
村
婦
翁
佐
瀨
氏
家
。
得
雑
句
数
首
。（
付
、
黄
石
・
春
濤
・
槐
南
・
一
六
批
評
）

寧
斎
詩
14

竹
枝　

節
二

六
石
詩
14

別
内
子
（
付
、
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
15

人
日
。
寄
懐
槐
南
先
生
。

六
石
詩
15

暁
発
二
袋
村
（
付
、
一
六
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
16

恭
輓
春
濤
森
先
生

六
石
詩
16

土
気
山
中
（
付
、
黄
石
・
春
濤
・
槐
南
批
評
）

寧
斎
詩
17

寄
懐
宮
崎
晴
瀾
。
旧
唱
和
韻

六
石
詩
17

南
帰
海
上
（
付
、
槐
南
・
黄
石
・
一
六
）

寧
斎
詩
18

将
帰
京
。
留
別
富
春
星
川
二
子

六
石
詩
18

還
家
後
得
一
律
（
付
、
黄
石
・
春
濤
・
槐
南
批
評
）

跋

森
大
来
（
槐
南
）

評
な
ど

岡
本
迪
（
黄
石
）
閲

巌
谷
修
（
一
六
）
題

老
春
森
髯
魯
直
（
春
濤
）
妄
言

森
大
来
（
槐
南
）
妄
批

孫
君
異
（
来
安
）
乱
説

題
詩

石
埭
永
坂
周

裳
川
巌
渓
晋

湘
南
大
久
保
達

六
石
佐
藤
寛

奥
付

明
治
二
十
三
年
三
月
廿
五
日
印
刷　

明
治
二
十
三
年
三
月
廿
六
日
出
版　

定
価
貳
拾
銭

著
述
者
兼
発
行
者　

東
京
市
日
本
橋
区
久
松
町
二
十
九
番
地　

島
文
次
郎
方
寄
留　

長
崎
県
士
族　

野
口
一
太
郎

印
刷
者　

東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
三
丁
目
壹
番
地　

東
京
府
士
族　

川
田
幹
一

奥
付

明
治
廿
二
年
十
一
月
十
日
印
刷　

明
治
廿
二
年
十
月
十
五
日
出
版　
（
非
売
品
）

著
作
者
兼
発
行
人　

佐
藤
寛　

東
京
市
麹
町
区
飯
田
町
四
丁
目
十
一
番
地

印
刷
人　

東
京
市
京
橋
区
築
地
二
丁
目
十
七
番
地　

河
野
定
行

＊
１　

題
簽
・
表
題
・
表
題
裏
は
無
記
名
で
あ
る
が
、
佐
藤
六
石
「
野
口
寧
斎
の
逸
事
」
に
よ
り
、
補
っ
た
。

＊
２　

こ
れ
ら
は
架
蔵
本
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
録
し
た
。
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寧
斎
の
故
郷
、
諫
早
の
旧
領
主
で
あ
る
諫
早
家
崇
、
春
濤
門
下
で
も
矢
土
錦
山

の
よ
う
な
先
輩
か
ら
、
大
久
保
湘
南
・
佐
藤
六
石
な
ど
比
較
的
年
齢
の
近
い
人

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
石
の
『
扁
舟
載
鶴
集
』
と
の
大

き
な
違
い
は
、
寧
斎
・
六
石
共
通
の
師
で
あ
る
森
春
濤
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

寧
斎
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
批
評
し
て
欲
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
春
濤
は
、『
出

門
小
草
』
刊
行
前
年
の
明
治
二
十
二
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
春
濤
と
の
死
別

は
深
い
痛
み
を
伴
う
と
と
も
に
、
こ
の
詩
集
の
も
う
一
つ
の
ヤ
マ
―
―
一
方
は

六
石
も
指
摘
し
た
「
熊
谷
寺
懐
古
」
詩
―
―
で
あ
る
、「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」

詩
を
生
み
出
す
動
機
と
も
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
詩
は
神
田
喜
一

郎
が
「
凡
て
一
百
八
十
四
句
、
九
百
二
十
字
を
数
え
る
一
大
長
篇
）
10
（

」
と
な
っ
て

結
実
し
、
詩
壇
か
ら
大
き
な
注
目
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
槐

南
は
こ
の
詩
を
「
其
中
開
闔
変
化
、
得
力
香
山
実
多
（
其
の
中
の
開
闔
変
化
、

力
を
香
山
に
得
る
こ
と
実
に
多
し
）」
と
評
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
詩
の
構

成
、
自
注
を
差
し
挟
む
と
こ
ろ
な
ど
は
、
詩
の
形
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
涯
を
表

現
し
た
白
居
易
「
代
書
詩
一
百
韻
、
寄
微
之
」
詩
に
な
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
長
さ
で
も
白
居
易
の
一
百
韻
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
九
十
二
韻

と
い
う
大
作
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
詩
集
の
構
成
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
全
十
八
タ
イ
ト
ル
、
二
十
三
首

か
ら
な
っ
て
い
る
。
詩
集
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
熊
谷
へ
の
旅
は
、

明
治
二
十
二
年
十
二
月
三
十
日
に
東
京
を
離
れ
、
大
宮
・
鴻
巣
を
経
て
、
熊
谷

に
到
着
。
翌
年
の
一
月
上
旬
に
帰
京
し
て
い
る
。
神
田
喜
一
郎
は
こ
の
旅
の
理

由
を
「
前
年
（
明
治
二
十
二
年　

日
野
注
）
の
十
一
月
二
十
一
日
、
春
濤
が
歿

し
て
、
諸
家
の
奠
し
た
多
く
の
哀
輓
の
作
の
中
で
、
特
に
本
田
種
竹
と
宮
崎
晴

瀾
（
両
者
と
も
寧
斎
と
同
じ
く
、
春
濤
・
槐
南
門
下
の
詩
人　

日
野
注
）
が
才

力
に
任
せ
て
作
つ
た
七
古
の
長
篇
が
衆
目
を
牽
い
た
。
寧
斎
は
お
そ
ら
く
そ
れ

と
勝
を
角
さ
う
と
の
意
図
か
ら
精
魂
を
傾
け
て
作
つ
た
の
で
あ
ら
う
、
そ
の
出

来
上
つ
た
輓
詩
は
、
廻
か
に
種
竹
・
晴
瀾
の
作
を
凌
ぐ
五
古
の
一
大
長
篇
で
あ

つ
た
。
寧
斎
が
熊
谷
に
都
塵
を
避
け
た
の
も
、
実
は
こ
れ
を
完
成
す
る
た
め
で

あ
つ
た
と
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
年
末
年
始
の
煩
わ
し
さ
を
避
け
、

詩
作
に
励
む
た
め
に
、
知
人
の
居
る
熊
谷
に
向
か
っ
た
、
と
す
る
。
一
方
、
別

の
見
方
を
す
れ
ば
、
奥
付
の
寧
斎
の
住
所
が
「
島
文
次
郎
方
寄
留
」
と
あ
る
よ

う
に
、
寧
斎
は
世
帯
主
で
は
な
く
、
岩
手
県
知
事
な
ど
を
勤
め
た
島
惟
精
の
養

子
と
な
っ
た
弟
、
島
文
次
郎
の
家
に
母
、
恵
以
、
妹
、
曽
恵
と
と
も
に
身
を
寄

せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
次
に
示
す
、「
出
門
放
歌
」
の
「
抱
疾
に
苦
し

む
」
が
事
実
―
―
但
し
、
こ
れ
が
父
と
寧
斎
を
苦
し
め
た
ハ
ン
セ
ン
氏
病
（
無

論
、
今
日
で
は
治
療
法
も
確
立
し
、
何
ら
脅
威
で
は
な
い
が
、
当
時
は
偏
見
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
）
か
否
か
は
定
か
で
な
い
―
―
な
ら
ば
、
病
身
の
自
分
が

弟
に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
な
い
と
、
文
次
郎
を
気
遣
っ
て
、
寧
斎
の
み
家
を
離
れ

た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

所
収
の
詩
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
詩
集
全
体
の
序
章
に

あ
た
る
、
第
一
首
「
出
門
放
歌
」
の
み
を
紹
介
す
る
。

出
門
放
歌

疾
風
吹
屋
塵
繞
膝　
　
　

疾
風　

屋
に
吹
き
て　

塵　

膝
を
繞
る

倮
然
一
身
苦
抱
疾　
　
　

倮
然
の
一
身　

抱
疾
に
苦
し
む

窮
年
不
看
山　
　
　

た
る
窮
年　

山
を
看
ず

万
斛
鄙
吝
除
無
術　
　
　

万
斛
の
鄙
吝　

除
く
に
術
な
し
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故
人
勧
我
白
雲
游　
　
　

故
人　

我
に
勧
む　

白
雲
の
游

躍
然
而
起
興
乃
逸　
　
　

躍
然
と
し
て
起
て
ば　

興　

乃
ち
逸
し

忙
中
偸
閑
閑
亦
忙　
　
　

忙
中
に
閑
を
偸
む
も　

閑
も
亦
た
忙
が
し

算
来
今
年
明
日
畢　
　
　

算
来
す
れ
ば　

今
年　

明
日
に
畢
は
る

是
誰
破
膽
文
送
鬼　
　
　

是
れ
誰
か
破
膽
の
文
も
て
鬼
に
送
ら
ん

我
欲
披
襟
談
捫
虱　
　
　

我　

襟
を
披
き
て
捫
虱
を
談
ぜ
ん
と
欲
す

是
誰
紫
陌
拝
新
年　
　
　

是
れ
誰
か
紫
陌
に
て
新
年
を
拝
せ
ん

我
欲
青
山
繙
異
帙　
　
　

我　

青
山
に
異
帙
を
繙
か
ん
と
欲
す

人
間
姑
絶
閒
応
酬　
　
　

人
間　

姑
く
絶
た
ん　

閒
な
る
応
酬

望
外
肯
求
新
撰
述　
　
　

望
外　

肯
へ
て
求
め
ん　

新
た
な
撰
述

抗
手
乱
山
何
処
辺　
　
　

手
を
抗あ

ぐ
れ
ば　

亂
山　

何
処
の
辺
ぞ

出
門
笑
掲
登
程
筆　
　
　

門
を
出
づ
れ
ば　

笑
ひ
て
掲
げ
ん　

登
程
の
筆

書
曰
己
丑
臘
月
三
十
日　

書
し
て
曰
く
己
丑
臘
月
三
十
日

　

あ
ば
ら
屋
の
中
で
貧
窮
と
病
気
の
内
に
年
を
過
ご
そ
う
と
し
、
山
を
見
る
余

裕
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
友
人
が
俗
世
か
ら
離
れ
た
地
へ
の
旅
を
勧
め
て
く
れ

た
。
旅
に
出
よ
う
と
、
い
ざ
思
い
立
っ
て
み
る
と
、
は
や
る
気
持
ち
や
時
間
と

い
う
も
の
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
く
。
数
え
て
み
れ
ば
明
日
で
今
年

も
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
都
会
で
窮
鬼
、
す
な
わ
ち
貧
乏
神
の
肝
が
潰
れ
る
よ
う

な
詩
文
を
書
い
て
、
新
年
を
迎
え
る
の
で
は
な
く
、
旅
に
出
て
思
う
ま
ま
に
議

論
を
し
、
珍
し
い
書
物
を
読
み
た
い
の
で
あ
る
。
俗
世
で
の
無
意
味
で
退
屈
な

詩
の
応
酬
は
お
断
り
に
し
、
旅
先
で
は
新
し
い
詩
文
を
書
く
こ
と
に
努
め
る
こ

と
に
し
よ
う
。
我
が
家
に
手
を
上
げ
て
別
れ
を
告
げ
る
と
、
行
く
先
の
山
並
は

ど
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
家
の
門
を
出
る
と
、
行
く
先
々
の
こ
と

を
記
す
筆
を
笑
い
な
が
ら
取
り
上
げ
、
ま
ず
「
己
丑
の
年
、
十
二
月
三
十
日
」

と
書
く
の
で
あ
る
。
詩
の
要
旨
は
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

書
名
、
第
一
首
に
あ
る
「
出
門
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
森
槐
南
が
跋

文
に
「
李
青
蓮
云
『
仰
天
大
笑
出
門
去
、
我
輩
豈
是
蓬
蒿
人
』
命
名
之
意
可
知

矣
（
李
青
蓮
云
は
く
「
天
を
仰
ぎ
て
大
笑
し　

門
を
出
で
て
去
る
、
我
が
輩
豈

に
是
れ
蓬
蒿
の
人
な
ら
ん
」
命
名
の
意
知
る
べ
き
か
な
）」
と
し
、
李
白
「
南

陵
別
児
童
入
京
」
詩
の
一
節
を
挙
げ
る
。
こ
の
槐
南
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
跋

文
に
続
く
永
坂
石
埭
ら
の
題
詩
も
「
出
門
一
笑
大
江
横
」（
永
坂
石
埭
）「
出
門

一
笑
伴
浮
鷗
」（
巌
渓
裳
川
）
と
句
を
作
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
韓
愈
「
出
門
」

詩
が
寧
斎
の
念
頭
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

出
門　

韓
愈

長
安
百
万
家　
　

長
安　

百
万
の
家

出
門
無
所
之　
　

門
を
出
で
て　

之
く
所
無
し

豈
敢
尚
幽
独　
　

豈
に
敢
へ
て
幽
独
を
尚
ば
ん
や

與
世
実
参
差　
　

世
と
実
に
参
差
な
れ
ば
な
り

古
人
雖
已
死　
　

古
人　

已
に
死
す
と
雖
も

書
上
有
其
辞　
　

書
上　

其
の
辞
有
り

開
巻
読
且
想　
　

巻
を
開
き
て
読
み
且
つ
想
へ
ば

千
載
若
相
期　
　

千
載　

相
期
す
る
が
若
し

出
門
各
有
道　
　

門
を
出
づ
れ
ば
各
道
有
れ
ど

我
道
方
未
夷　
　

我
が
道　

方
に
未
だ
夷
ら
か
な
ら
ず

且
於
此
中
息　
　

且
く
此
の
中
に
於
い
て
息
ま
ん

天
命
不
我
欺　
　

天
命　

我
を
欺
か
ず
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李
白
の
詩
が
長
安
に
向
か
う
、
期
待
に
満
ち
た
旅
の
始
ま
り
で
あ
る
の
に
対

し
、
韓
愈
の
詩
で
は
同
じ
く
長
安
に
着
い
た
も
の
の
、
訪
ね
る
べ
き
自
分
を
庇

護
し
て
く
れ
る
人
も
な
く
、
閉
塞
感
の
中
、
そ
れ
で
も
「
天
命　

我
を
欺
か

ず
」
と
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
姿
が
あ
る
。
李
白
の
詩
の
正
反
対
の
方
向
を

向
く
韓
愈
の
詩
の
影
響
を
問
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
古
人　

已

に
死
す
と
雖
も
、
書
上　

其
の
辞
有
り
。
巻
を
開
き
て
読
み
且
つ
想
へ
ば
、
千

載　

相
期
す
る
が
若
し
」
に
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩

に
お
け
る
春
濤
へ
の
追
悼
に
つ
な
が
る
も
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩
に
つ
い
て

　

先
に
も
触
れ
た
が
、
神
田
喜
一
郎
は
こ
の
詩
を
評
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

前
年
の
十
一
月
二
十
一
日
、
春
濤
が
歿
し
て
、
諸
家
の
奠
し
た
多
く
の

哀
輓
の
作
の
中
で
、
特
に
本
田
種
竹
と
宮
崎
晴
瀾
が
才
力
に
任
せ
て
作
つ

た
七
古
の
長
篇
が
衆
目
を
牽
い
た
。
寧
斎
は
お
そ
ら
く
そ
れ
と
勝
を
角
さ

う
と
の
意
図
か
ら
精
魂
を
傾
け
て
作
つ
た
の
で
あ
ら
う
、
そ
の
出
来
上
つ

た
輓
詩
は
、
廻
か
に
種
竹
・
晴
瀾
の
作
を
凌
ぐ
五
古
の
一
大
長
篇
で
あ
つ

た
。
寧
斎
が
熊
谷
に
都
塵
を
避
け
た
の
も
、
実
は
こ
れ
を
完
成
す
る
た
め

で
あ
つ
た
と
推
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
凡
て
一
百
八
十
四
句
、

九
百
二
十
字
を
数
え
る
一
大
長
篇
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
一
篇

の
春
濤
の
伝
記
と
謂
つ
て
も
よ
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
明
治
漢
詩
史
の
重

要
資
料
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
録
し
て
お
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、

何
分
に
も
長
篇
の
こ
と
と
て
割
愛
す
る
。

前
半
部
分
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
後
半
部
分
に
つ
い
て
考
え

る
。
春
濤
が
亡
く
な
っ
た
後
、
春
濤
が
漢
詩
欄
の
批
評
を
担
当
し
た
毎
日
新
聞

に
、
槐
南
の
談
話
に
基
づ
く
「
森
春
濤
先
生
事
暦
略
」
が
、
明
治
二
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
四
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。
寧
斎
が
「
一

篇
の
春
濤
の
伝
記
」
で
あ
る
「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
も
、

こ
の
「
森
春
濤
先
生
事
暦
略
」
や
、
槐
南
ら
春
濤
の
近
親
、
同
門
の
先
輩
か
ら

の
直
話
、
自
分
自
身
と
春
濤
と
の
交
わ
り
が
根
本
と
な
っ
て
い
よ
う
。
本
論
文

で
は
、
現
代
語
訳
や
注
釈
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
八
句
で
一
段
落
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
個
々
の
段
落
の
書
き
下
し
、
及
び
要
旨
を
示
す
）
12
（

。（〈　

〉
内
は
寧
斎

の
自
注
）

【
詩
序
】

　

春
濤
先
生
、
己
丑
十
一
月
念
一
日
を
以
て
易
簀
す
。
余
、
垂
髫
よ
り
通
謁
し
、

恩
遇
多
年
な
り
。
父
執
と
の
誼
厚
く
、
情
は
葭
莩
に
比
す
。
而
し
て
料
ら
ず
も

今
日
有
る
な
り
。
令
嗣
槐
南
君
、
哀
毀
礼
を
過
ぐ
。
余
、
朝
昏
過
従
し
、
何
ぞ

遽
を
忍
び
志
痛
ま
ん
や
。
庚
寅
一
月
八
日
を
越
え
、
卒
哭
の
辰
に
当
た
り
、
余
、

偶
ま
熊
谷
に
在
り
。
乃
ち
香
を
焚
き
位
を
設
け
、
恭
し
く
長
古
一
篇
を
奠
し
、

哀
し
み
を
辞
に
見
は
す
。（
春
濤
が
前
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
。
自
分
が
子
供

の
こ
ろ
か
ら
多
く
の
知
遇
を
受
け
た
こ
と
。
父
、
松
陽
も
ま
た
春
濤
と
深
い
友

情
が
あ
っ
た
こ
と
。
槐
南
が
春
濤
の
葬
儀
の
際
、
哀
し
み
の
余
り
、
舌
を
傷
つ

け
、
出
血
し
た
こ
と
。
自
分
が
今
で
も
春
濤
を
失
っ
た
こ
と
の
哀
し
み
を
述
べ
、

こ
の
五
言
古
詩
を
そ
の
霊
に
献
ず
る
こ
と
を
記
す
）

【
第
一
句
か
ら
第
八
句
】

　

吁
嚱　

正
声
亡
び
、
人
に
伝
ふ
る
も
終
に
作お
こ

ら
ず
。
世
を
挙
げ
て
姿
媚
を
貴

び
、

た
る
は
皆
俗
学
な
り
。
経
は
葩は
な

あ
り
て
邪
無
く
、
騒
は
怨
み
て
以
て
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寄
託
す
。
先
生
の
出
づ
る
を
待
つ
こ
と
有
り
て
、
集
成
し
て
新
格
を
創
る
。

（
春
濤
の
出
現
に
よ
り
、
途
絶
え
て
い
た
伝
統
に
、
新
た
な
息
吹
を
入
れ
て
復

興
し
た
こ
と
）

【
第
九
句
か
ら
第
十
六
句
】

　

蔚
た
り
彼
の
古
金
城
〈
名
古
屋
、
一
名
は
金
城
な
り
〉、
世
々
家
は
扁
鵲
を

追
ふ
。
古
壁　

夜
に
方
を
伝
へ
、
清
流　

晨
に
薬
を
洗
ふ
。
漫
に
期
す　

三
た

び
肱
を
折
る
を
、
刀
匕　

忽
ち
霍
を
揮
ふ
。
総
て
俗
難
の
医
の
た
め
な
り
、
高

才　

敢
へ
て
齷
齪
せ
ん
や
（
春
濤
が
名
古
屋
の
医
家
に
生
ま
れ
、
医
者
と
な
る

べ
く
研
鑚
を
積
ん
だ
こ
と
）

【
第
十
七
句
か
ら
第
二
十
四
句
】

　

李
・
杜
・
韓
・
蘇
・
黄
、
一
一
咀
嚼
に
供
ふ
。
漂
麦　

佳
話
を
留
め
、
苦
吟

自
か
ら
覚
え
ず
〈
先
生
、
鷲
津
益
斎
の
塾
に
在
る
と
き
、
詩
を
嗜
む
こ
と
食
色

よ
り
も
甚
だ
し
。
一
日
、
庭
中
に
曝
書
す
る
に
、
先
生
は
監
た
り
。
先
生　

詩

を
思
ひ
、
雨
驟
の
至
る
を
知
ら
ず
。
伝
え
て
談
柄
と
為
す
。
益
斎
の
嫡
嗣
、
毅

堂
君
戯
れ
て
贈
る
に
曰
ふ
「
当
年
の
佳
話　

吾
能
く
記
す
、
高
鳳
の
庭
前　

漂

麦
来
る
」
と
〉。
麗
思　

千
言
を
動
か
し
、
墨
妙　

斧
鑿
無
し
。
高
手　

鵰
を

射
る
を
推
す
も
、
空
山　

尚
ほ
璞
を
抱
く
（
そ
の
一
方
、
詩
人
と
し
て
の
才
能

に
目
覚
め
、
鷲
津
益
斎
の
塾
、
有
隣
舎
に
お
い
て
、
詩
作
に
励
ん
だ
こ
と
。
詩

作
に
励
む
あ
ま
り
、
虫
干
し
を
し
て
い
た
書
物
が
雨
に
濡
れ
る
の
に
も
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
）

【
第
二
十
五
句
か
ら
第
三
十
二
句
】

　

蟹
江　

秋　

正
に
好
し
、
大
酔
し
て
蜃
閣
に
上
る
。
甲
を
ひ
た

せ
ば
海　

杯
と

為
し
、

を
荷
へ
ば
天　

是
れ
幕
な
り
。
船
腹　

蘆
花
にさ
お
さし
、
笑
ひ
て
客
星

の
脚
を
加
ふ
。
漁
笛　

呼
び
て
夢
醒
め
、
水
月　

灔
と
し
て
捉
ふ
べ
し
〈
先
生

　

蟹
江
村
に
寓
す
。
蘆
花
漁
笛
集
を
著
す
。
句
有
り
て
云
ふ
「
臥
し
伸
ぶ
閑
脚

　

船
腹
に
加
へ
れ
ば
、
人
は
道
ふ
蘆
中
に
客
星
有
り
と
」〉（
尾
張
藩
の
蟹
江
村

に
て
、
風
雅
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
た
こ
と
）

【
第
三
十
三
句
か
ら
第
四
十
句
】

　

豪
懐　

担
簦
軽
く
、
長
路　

空
槖
を
奈
ん
せ
ん
。
淪
落
た
り　

書
生
の
衫
、

た
り　

居
士
の
屩
。
風
雨　

函
関
を
度
り
、
晴
雪　

蓮
嶽
を
拝
す
。
清
に

は
瞻
る　

八
朶
の
開
く
を
、
険
に
は
想
ふ　

万
夫
の
郤
く
を
（
貧
乏
で
あ
っ
た

が
、
江
戸
へ
行
こ
う
と
し
、
粗
末
な
身
な
り
で
旅
立
ち
、
富
士
を
見
、
箱
根
の

関
を
越
え
た
こ
と
）

【
第
四
十
一
句
か
ら
第
四
十
八
句
】

　

端
無
く
も
江
都
に
至
り
、
門
冷
た
く
し
て
箔
を
施
さ
ず
。
敞
簀　

雨
淋
浪
た

り
、
朽
几　

塵
傾
撲
た
り
。
笑
ひ
て
言
ふ
窮
も
亦
た
佳
な
り
、
此
の
才　

磨
啄

に
資
せ
ん
と
。
一
曲　

売
衣
の
歎
〈
先
生
は
江
戸
に
在
り
。
貧
甚
だ
し
。「
売

衣
の
歎
」
一
篇
を
賦
す
。
戯
謔
百
出
す
〉、
険
語　

駆
瘧
に
耐
う
〈
先
生
善
く

瘧
を
患
ふ
〉。（
江
戸
に
着
い
た
も
の
の
、
貧
乏
暮
ら
し
が
続
く
、
そ
れ
で
も
そ

の
状
況
を
「
困
窮
も
自
分
の
詩
才
を
磨
い
て
く
れ
る
」
と
し
、「
売
衣
歎
」
詩

を
作
っ
て
人
々
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
。
持
病
の
瘧
に
耐
え
た
こ
と
）

【
第
四
十
九
句
か
ら
第
五
十
六
句
】

　

長
嘯
し
て
更
に
西
に
向
か
ひ
、
陸
機　

初
め
て
洛
に
入
る
。
千
里　

蓴
羮
を

重
ん
じ
、
多
士　

羊
酪
を
愧
づ
。
弾
琴
す　

梁
伯
鸞
〈
梁
川
星
巌
な
り
〉、
捫

虱
す　

王
景
略
〈
家
里
松
嶹
な
り
〉。
項
を
設
け
て
口　

絶
え
ず
、
相
逢
ひ
て

酬
酢
を
事
と
す
（
江
戸
か
ら
京
へ
行
き
、
梁
川
星
巌
や
家
里
松
嶹
と
宴
席
を
重
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ね
た
こ
と
）

【
第
五
十
七
句
か
ら
第
六
十
四
句
】

　

最
も
憶
ふ　

月
波
楼
、
高
会　

冠
倒
卓
す
。
銀
燭　

鏗
然
と
し
て
僵
れ
、
剣

を
抜
き
て
狂
僧
躍
る
。
大
喝
し
て
燈
を
持
ち
来
た
ら
し
め
ば
、
哦
詩　

神
自
若

た
り
。
鋒
鋭　

当
た
る
べ
か
ら
ず
、
筆
を
揮
え
ば
槊
を
横
た
ふ
に
等
し
〈
先
生

は
京
師
に
在
り
。
斎
藤
拙
堂
将
に
郷
に
帰
ら
ん
と
す
。
諸
名
士　

筵
を
三
樹
坡

月
楼
に
設
け
、
之
に
餞
す
。
僧
月
性
も
亦
た
来
会
す
。
酒
酣
に
し
て
、
蛮
舞
を

起
こ
す
者
有
り
。
月
性
怫
然
と
し
て
、
刀
を
揮
ひ
燭
を
仆
す
。
衆
皆
色
を
失
ふ
。

先
生
大
呼
し
て
曰
く
「
詩
成
り
た
り
」
と
。
妓
に
命
じ
て
燈
を
点
け
さ
せ
、
疾

書
し
て
云
ふ
「
風
雨
楼
頭　

燭　

涙
催
し
、
此
の
筵　

今
夜　

是
れ
離
盃
。
君

に
従
ひ
酔
ひ
て
抜
く　

王
郎
の
剣
、
莫
愁
（
女
性
の
名
）
を
驚
殺
し　

莫
哀

（
歌
の
名
）
を
歌
ふ
」
と
。
満
座
閧
笑
す
〉。（
あ
る
宴
席
の
場
に
お
い
て
僧
月
姓

が
憤
り
の
あ
ま
り
、
暴
れ
出
し
た
こ
と
。
そ
の
混
乱
の
中
、
泰
然
自
若
と
し
て

詩
を
作
り
、
そ
の
詩
の
機
知
に
富
ん
だ
内
容
に
よ
り
、
混
乱
が
収
ま
っ
た
こ
と
）

【
第
六
十
五
句
か
ら
第
七
十
二
句
】

　

当
時　

国
歩
艱
く
、
壮
士　

紛
と
し
て
交
錯
す
。
詩
に

殺
の
音
有
り
て
、

哀
し
き
こ
と
霜
天
の
角
に
似
た
り
。
独
り
詣
り
て
温
柔
を
宗
と
し
、
文
章　

麗

し
き
こ
と
丹

の
ご
と
く
な
り
。
風
雅　

餘
声
有
り
、
卓
犖
を
推
す
所
以
な
り
。

（
幕
末
の
騒
動
の
中
、
人
々
の
詩
に
も
殺
気
だ
っ
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
こ
と
。

春
濤
の
詩
の
持
つ
魅
力
が
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
）

【
第
七
十
三
句
か
ら
第
八
十
句
ま
で
】

　

帰
臥
す　

卅
六
の
湾
〈
美
濃
の
長
柄
川
は
、
世
に
卅
六
湾
と
称
す
〉、
腹
笥

更
に
圧
赦
す
。
春
水　

香
魚
長
じ
、
桃
花　

紅
灼
灼
た
り
。
短
命
な
り
蛍
雪
の

童
〈
嫡
子
蛍
窓
君
、
詩
才
敏
妙
な
り
。
神
童
の
目
有
る
も
、
病
を
以
て
夭
た

り
〉、
健
筆　

霜
空
の
鶚
。
天
寒
く
し
て
日
暮
の
時
、
倚
竹　

寂
寞
を
慰
む

〈
継
配
の
倚
竹
孺
人
、
実
に
槐
南
君
の
生
母
な
り
〉。（
美
濃
へ
の
帰
郷
。
長
男

と
二
番
目
の
妻
と
の
穏
や
か
な
生
活
の
こ
と
）

【
第
八
十
一
句
か
ら
第
八
十
八
句
ま
で
】

　

梅
鶴　

佳
き
眷
属
、
同
じ
く
聴
く　

故
城
の
柝
。
学
植　

淵
源
見
れ
、
幸
舎

目
豈
に

な
ら
ん
。
咄
嗟
に
百
春
を
賦
せ
ば
、
出
づ
る
処　

都
て
適
確
な
り

〈
先
生
郷
に
在
り
て
、
執
政
の
命
を
奉
る
。
一
日
を
限
り
と
し
、
春
詩
百
題
を

賦
す
。
執
政
驚
嘆
し
て
曰
く
「『
胸
に
錦
繍
有
り
』
と
は
、
古
人
我
を
誣
ひ
ず
」

と
〉
漫
り
に
才　

限
り
有
り
と
言
ふ
も
、
餘
裕　

真
に
綽
綽
た
り
〈
先
生
に

「
三
日
苦
吟
し
て　

才　

限
り
有
り
、
百
方
冥
捜
し
て　

句
円
な
り
難
し
」
の

句
有
り
〉。（
名
古
屋
へ
の
移
住
。
尾
張
藩
の
重
役
か
ら
詩
の
課
題
を
与
え
ら
れ
、

見
事
に
応
え
た
こ
と
）

【
第
八
十
九
句
か
ら
第
九
十
六
句
ま
で
】

　

腔
に
満
つ　

憂
世
の
心
、
毫
端　

民
の

よ
り
発
す
。
小
人　

志
を
喪
ふ
を

憐
れ
み
、
士
風　

衰
弱
を
救
は
ん
と
す
。
堂
堂
た
り　

黒
船
行
、
語
を
出
だ
せ

ば
殊
に
蹇
諤
な
り
〈
嘉
永
中
、
米
艦　

浦
賀
に
来
る
。
海
内
騒
擾
た
り
。
先
生

は
「
黒
船
行
」
を
作
り
、
之
を
紀
す
〉
毀
茶
は
詞
も
亦
た
微
に
し
て
、
繊
児　

吐
舌
し
て

づ
〈
賞
茶
の
結
社
、
尾
藩
最
も
甚
だ
し
。
先
生
は
「
毀
茶
行
」
を

作
り
、
其
の
玩
物
喪
志
を
諷
す
〉。（
時
勢
に
も
深
く
目
を
向
け
、
社
会
へ
の
警

告
を
詩
に
よ
っ
て
行
っ
た
こ
と
）

【
第
九
十
七
句
か
ら
第
百
四
句
ま
で
】

　

忽
ち
聖
明
の
治
に
遭
ひ
、
雅
頌　

筆
削
を
待
つ
。
京
国　

故
人
多
く
、
杖
を
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曳
き
て
雲

を
出
づ
。
香
草
と
美
人
と
、
性
霊　

木
鐸
を
称
す
。
汝
南　

月
旦

新
た
に
、
文
詩　

評
駁
厳
し
〈
明
治
甲
戌
、
先
生
居
を
東
京
に
徙
し
、
茉
莉
吟

社
を
創
り
、「
新
文
詩
」
を
編
ず
、
月
次
の
刊
行
な
り
。
世　

之
を
筺
中
集
に

比
す
〉。（
明
治
を
迎
え
、
東
京
に
赴
き
、
詩
文
雑
誌
「
新
文
詩
」
の
刊
行
を
始

め
た
こ
と
）

【
第
百
五
句
か
ら
第
百
十
二
句
ま
で
】

　

幽
奇
な
り　

長
吉
の
拈
、
瑰
麗
た
り　

義
山
の

。
或
ひ
は
謂
ふ
詩
中
の
魔

な
り
と
、
先
生　

然
と
し
て
噱
ふ
。
指
を
弾
き
て
華
厳
を
現
し
、
白
毫　

眉

灼
爍
た
り
。
煩
悩　

即
ち
菩
提
に
し
て
、
菩
薩
の
縛
を
受
け
ず
と
〈
先
生
最
も

竹
枝
香
奩
等
の
作
を
喜
ぶ
。
或
ひ
と
目
し
て
詩
魔
と
為
す
。
先
生
自
嘲
を
賦
し

て
云
ふ
「
三
生
の
口
業　

一
泥
犁
、
笑
ひ
て
詠
ず
風
懐
待
品
の
題
。
傍
人
の
た

め
に
説
く
も
渾
（
す
べ
）
て
信
ぜ
ず
、
大
煩
悩　

是
れ
大
菩
提
」
と
〉。（
春
濤

の
艶
麗
な
詩
句
に
対
し
て
、「
人
心
を
惑
わ
す
詩
人
」
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
。

そ
の
批
判
を
洒
脱
に
か
わ
し
た
こ
と
）

【
第
百
十
三
句
か
ら
第
百
二
十
句
ま
で
】

　

鸚
鵡　

韓
郎
を
驚
か
し
、
鴛
鴦　

崔
珏
を
笑
ふ
。
青
蓮　

大
い
に
呼
ぶ
べ
し
、

餘
は
皆
才
力
薄
し
〈
先
生　

青
蓮
・
昌
谷
・
玉
渓
を
奉
じ
、
圭

と
為
す
。
梨

堂
相
公
、
其
の
堂
に
顔
し
て
曰
ふ
「
三
李
」
と
〉。
客
来
り
て
何
の
談
ず
る
所

ぞ
、
阿
戎　

識
字
博
し
〈
先
生
の
「
辛
巳
新
年
」
に
「
客
来
り
て
多
く
は
阿
戎

と
談
ず
」
の
句
有
り
。
蓋
し
槐
南
君
を
指
す
な
り
〉。
衣
鉢　

箕
裘
を
譲
り
、

夢
寐　

邱
壑
を
憶
ふ
。（
春
濤
が
李
白
・
李
賀
・
李
商
隠
を
詩
の
手
本
と
し
た

こ
と
。
息
子
の
槐
南
が
詩
人
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
始
め
た
こ
と
。
故
郷
へ

の
思
い
を
募
ら
せ
る
こ
と
）

【
第
百
二
十
一
句
か
ら
第
百
二
十
八
句
ま
で
】

　

三
年　

一
笑
し
て
留
ま
り
、
越
女　

真
に
綽
約
た
り
。
花
は
圧
す
玉
欄
干
、

柳
は
維
ぐ
金
絡
索
。
八
百
八
洲
の
秋
、
笑
ひ
て
傲
る
天
摸
を
把
ら
ん
と
。
游
仙

夢
縹
緲
、
月
に
和
し
て
流
霞
を
酌
む
〈
庚
辰
の
夏
、
先
生
北
游
す
。『
新
潟
竹

枝
』
一
巻
有
り
。
丁
亥
の
秋
、
仙
台
に
游
ぶ
。
松
島
を
観
て
、「
游
仙
」
十
二

首
有
り
。
並
び
に
人
口
に
噲
炙
す
〉。（
明
治
十
三
年
、
春
濤
の
新
潟
へ
の
旅
。

同
二
十
年
、
春
濤
の
仙
台
へ
の
旅
）

【
第
百
二
十
九
句
か
ら
第
百
三
十
六
句
ま
で
】

　

濤
を
観
る
に
興　

最
も
豪
な
り
、
丁
亥
正
月
の
朔
。
雲
霞
猶
ほ
未
だ
曙
な
ら

ざ
る
に
、
金
烏　

声

た
り
。

鞳
た
り
海
門
の
潮
、
扁
舟　

心
境
拓
く
。

雲
夢　

八
九
の
呑
、
快
を
呼
び
て
矍
鑠
た
る
を
誇
る
〈
丁
亥
元
旦
、
先
生
鳴
門

に
て
濤
を
観
る
。
長
歌
一
篇
を
賦
し
て
之
を
紀
す
。
先
生
晩
年
の
大
作
と
為

す
〉。（
明
治
二
十
年
、
春
濤
の
徳
島
へ
の
旅
）

【
第
百
三
十
七
句
か
ら
第
百
四
十
四
句
ま
で
】

　

保
つ
を
願
ふ
黄
髪
の
期
、
遽
か
に
驚
く
少
し
く
微
落
す
る
を
。
胡
蝶　

春
魂

醒
め
、
海
棠　

秋
夢
悪
し
〈
先
生
病
中
の
絶
句
「
七
十
一
年　

一
夢
非
な
り
、

茶
煙
禅
榻　

斜
暉
に
倚
る
。
児
曹
若
し
三
生
の
事
を
問
は
ば
、
胡
蝶
花
前　

胡

蝶
飛
ぶ
」「
西
風
に
向
ひ
て
断
腸
を
号
ぶ
を
聞
く
、
香
露
無
き
と
雖
も
色
華
香

し
。
憐
む
べ
し
昨
夜　

月
明
の
底
、
一
酔
呼
び
醒
ま
す
秋
海
棠
」
倶
に
嘉
讖
に

非
ざ
る
な
り
〉。
遺
吟
薤
歌
に
代
え
、
柩
を
城
北
の
郭
に
送
る
。
日
暮
れ
て　

雨　

山
に
満
ち
、
蕭
颯
と
し
て
乾

を
巻
く
〈
先
生
の
新
塋
は
、
日
暮
里
の
経

王
寺
に
在
り
〉。（
自
分
の
詩
が
己
の
死
の
予
兆
と
な
っ
た
こ
と
。
春
濤
の
死
、

及
び
葬
儀
）
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【
第
百
四
十
五
句
か
ら
第
百
五
十
二
句
ま
で
】

　

嗚
呼　

七
十
年
、
煙
霞　

裁
度
に
供
う
。
私
史　

三
千
篇
、
雲
漢　

昭
倬
に

比
す
〈「
悪
詩
長
短
三
千
首
、
私
史
春
秋
七
十
年
」
は
先
生
の
戊
子
元
旦
の
句

な
り
。
其
の
実
は
、
遺
稿　

万
を
以
て
数
ふ
可
し
と
云
ふ
〉。
長
し
く
留
ま
る

天
地
の
間
、
世
は
羨
む
布
衣
の
扑
。
大
碣　

詩
人
と
表
し
、
栄
は
勝
る
金
紫
の

爵
〈
先
生
の
墓
標
、
冠
す
る
に
「
詩
人
」
の
二
字
を
以
て
す
。
蓋
し
呉
梅
村
に

倣
ふ
な
り
〉。（
七
十
年
の
生
涯
で
三
千
も
の
詩
を
作
っ
た
こ
と
。「
詩
人
森
春

濤
先
生
墓
」
と
墓
に
記
し
た
こ
と
は
、
勲
章
を
得
る
よ
り
、
遥
に
名
誉
あ
る
こ

と
と
す
る
こ
と
）

【
第
百
五
十
三
句
か
ら
第
百
六
十
句
ま
で
】

　

生
平　

古
道
を
尚
び
、
友
于　

棣
萼
を
聯
ぬ
〈
先
生
と
令
弟
精
所
君
は
、
友

誼
極
め
て
篤
し
〉。
落
落
た
り
豪
俠
の
心
、
情
誼　

然
諾
を
重
ん
ず
〈
先
生
の

毅
堂
君
に
お
け
る
や
、
託
孤
の
誼
有
り
。
一
諾
し
て
渝
は
ら
ず
。
真
に
古
の
人

な
り
〉。
故
交　

我
が
孤
な
る
を
憐
れ
み
、
曽
ち
許
す
叩
門
す
る
こ
と
数
な
る

を
。
和
気　

愛
日
温
か
く
、
具
に
見
ゆ　

恩
の
威
渥
な
る
を
。（
弟
や
、
鷲
津

毅
堂
と
も
情
愛
が
濃
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
）

【
第
百
六
十
一
句
か
ら
第
百
六
十
八
句
ま
で
】

　

十
六　

我
れ
詩
を
学
び
、
雌
黄　

偏
へ
に
懇

な
り
。
万
里　

桐
花
を
期
し
、

一
顧　

伯
楽
に
感
ず
〈
歳
は
壬
午
に
在
り
。
余
年
十
六
。
詩
を
録
し
て
政
を
乞

ふ
。
先
生
題
し
て
曰
は
く
「
清
風　

故
人
の
ご
と
く
来
た
る
、
故
人　

今
は
見

ず
。
松
下　

清
風
有
り
、
清
風　

何
ぞ
稷
稷
な
る
」
と
。
敢
へ
て
当
ら
ず
と
雖

も
、
以
て
坐
銘
に
充
つ
〉。
追
随
す
詩
酒
の
游
、
恍
然
と
し
て
尚
ほ
昨
の
如
し
。

望　

己
に
荀
龍
を
負
ひ
、
恩　

未
だ
楊
雀
に
報
ひ
ず
。（
父
、
松
陽
を
失
っ
た

自
分
へ
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
。
自
分
の
詩
に
真
心
の
あ
る
の
添
削
を

し
て
く
れ
て
、
優
れ
た
指
導
者
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
こ
と
。
そ
の
恩
情
に
未

だ
報
い
て
い
な
い
こ
と
）

【
第
百
六
十
九
句
か
ら
第
百
七
十
六
句
ま
で
】

　

遺
照　

蔵
し
て
筐
に
在
り
、
珠
髯　

白
一
握
〈
先
生　

観
濤
の
小
照
恵
ま

る
〉。
同
里　

豊
公
を
説
き
、
面　

自
か
ら
猿
玃
に
類
す
〈
先
生
自
か
ら
小
照

に
題
し
て
云
ふ
「
本
貫　

尾
張
の
洲
、
傍
人　

笑
ひ
て
休
ま
ず
。
竊
か
に
聞
く

豊
太
閤
の
、
面
貌　

獼
猴
に
類
す
と
」〉。
幾
た
び
か
聞
く
酔
後
の
吟
、
先
生
尤

も
謔
を
善
く
す
。
我
曰
は
く
古
神
仙
の
、
暗
中
摸
索
し
て
著
す
と
。（
春
濤
自

ら
が
「
豊
臣
秀
吉
と
同
じ
よ
う
に
、
猿
に
似
た
顔
で
あ
る
」
と
お
ど
け
た
こ
と

を
、
手
元
に
あ
る
春
濤
の
写
真
を
見
て
思
い
出
す
こ
と
。
春
濤
が
「
自
分
は
昔

の
仙
人
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
内
に
こ
こ
に
来
た
よ
う
な
も
の
」
と
自
ら
を
戯

れ
に
評
し
た
こ
と
）

【
第
百
七
十
七
句
か
ら
第
百
八
十
四
句
ま
で
】

　

仙
や
今
安
く
に
か
在
ら
ん
、
我
が
心　

転
た
悠
邈
た
り
。
爰
に
卒
哭
の
辰
に

当
た
り
、
寒
泉　

幾
勺
を
奠
ぜ
ん
。
再
拝
し
て
一
に
歔
欷
し
、
仰
望
す　

天
宇

の
廊
。
鐘
歇
み
て　

雲
容
容
、
髣
髴
た
り　

瑶
台
の
鶴
。（
そ
の
仙
人
の
よ
う

な
春
濤
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
心
が
落
ち
着
か
な
い
こ
と
。
春

濤
の
命
日
を
迎
え
、
熊
谷
の
地
で
春
濤
の
霊
を
弔
う
こ
と
。
春
濤
の
霊
が
ど
こ

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
う
こ
と
）

【
槐
南
の
評
】

　

寧
斎
は
松
陽
先
生
の
嫡
嗣
た
り
。
先
生
と
先
君
子
と
の
交
、
知
己
の
感
有
り
。

故
に
寧
斎
の
此
の
篇
、
全
力
を
用
ひ
て
之
を
為
す
。
布
置
井
然
と
し
て
、
一
糸
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表
２

阪
本
釤
之
助
編
「
春
濤
先
生
年
譜
抄
録
」

野
口
寧
斎
「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩
注
（
抜
粋
）

文
政
二
年　
　

生
于
尾
張
一
之
宮
。

天
保
四
年　
　

耽
詩
作
。

天
保
六
年　
　

七
月
自
岐
阜
還
一
之
宮
。
九
月
赴
蟹
江
。

天
保
八
年　
　

哭
鷲
津
松
陰
先
生
。

天
保
九
年　
　

遊
海
門
寺
、
佐
屋
、
鍋
蓋
。

天
保
十
年　
　

還
一
之
宮
家
。

天
保
十
一
年　

九
月
鷲
津
益
斎
先
生
見
訪
。

先
生
在
鷲
津
益
斎
塾
、
嗜
詩
甚
於
食
色
。
一
日
曝
書
於
庭
中
、
先
生
監
焉
。
先
生
思
詩
、
不
知
雨
驟
至
。

伝
為
談
柄
。
益
斎
嫡
嗣
毅
堂
君
戯
贈
曰
「
当
年
佳
話
吾
能
記
、
高
鳳
庭
前
漂
麦
来
」

天
保
十
二
年　

有
常
盤
、
牛
若
二
図
詩
。
又
有
遊
鎌
谷
大
作
。

天
保
十
三
年　

有
春
日
江
村
雑
詩
。

弘
化
元
年　
　

名
古
屋
客
舎
暫
留

弘
化
四
年　
　

真
童
号
蛍
窓
生

嘉
永
三
年　
　

遊
京
阪
謁
梁
川
星
巌
、
遇
篠
崎
小
竹
等
。

嘉
永
四
年　
　

四
月
有
江
上
偶
成
詩
。
抵
江
戸
、
有
越
函
嶺
其
他
観
潮
坂
、
清
見
寺
諸
作
。
交
遠
山
雲
如
。
帰
路
病
于
大
磯
客
舎
。

先
生
在
江
戸
。
貧
甚
。
賦
「
売
衣
歎
」
一
篇
。
戯
謔
百
出
。

嘉
永
五
年　
　

有
桶
狭
間
又
喪
児
詩
。

嘉
永
六
年　
　

会
詩
友
於
草
堂
、
行
蘭
亭
修
禊
。
有
蘭
亭
集
字
詩
五
律
十
首
。

嘉
永
中
、
米
艦
来
于
浦
賀
。
海
内
騒
擾
。
先
生
作
「
黒
船
行
」、
紀
之
。

安
政
元
年　
　

貧
甚
、
有
村
童
牧
牛
図
詩

安
政
二
年　
　

与
村
瀬
太
乙
唱
和
。
十
月
藤
本
鉄
石
来
訪
。
有
櫟
陰
村
舎
雑
詩

安
政
三
年　
　

有
文
字
詩
。
十
二
月
十
四
日
喪
室
。
有
悼
亡
詩
七
絶
四
首
。

安
政
四
年　
　

蓄
髪
。
有
三
十
年
円
頂
詩
。
謁
鷲
津
先
師
墓
。
遇
斎
藤
拙
堂
翁
。

先
生
在
京
師
。
斎
藤
拙
堂
将
帰
郷
。
諸
名
士
設
筵
于
三
樹
坡
月
楼
、
餞
之
。
僧
月
性
亦
来
会
。
酒
酣
、

有
起
蛮
舞
者
。
月
性
怫
然
、
揮
刀
仆
燭
。
衆
皆
失
色
。
先
生
大
呼
曰
「
詩
成
矣
」
命
妓
点
燈
、
疾
書
云

「
風
雨
楼
頭
燭
涙
催
、
此
筵
今
夜
是
離
盃
。
従
君
酔
抜
王
郎
剣
、
驚
殺
莫
愁
歌
莫
哀
」
満
座
閧
笑
。

安
政
五
年　
　

抵
京
師
磨
針
嶺
作
望
湖
楼
詩
。

安
政
六
年　
　

娶
村
瀬
氏
。
有
星
巌
翁
追
悼
詩
。

万
延
元
年　
　

喪
児
真
童
。
子
勤
弟
自
大
阪
帰
。

嫡
子
蛍
窓
君
、
詩
才
敏
妙
。
有
神
童
目
、
以
病
夭
。

文
久
元
年　
　

二
月
挙
児
、
喪
村
瀬
氏
。
有
悼
亡
詩
。

文
久
二
年　
　

九
月
娶
国
島
氏
。
有
『
高
山
竹
枝
』。

継
配
倚
竹
孺
人
、
実
槐
南
君
生
母
也
。

文
久
三
年　
　

五
月
借
居
於
名
古
屋
桑
名
町
三
丁
目
、
曰
桑
三
軒
。
神
波
即
山
、
永
坂
石
埭
等
入
門
。
挙
児
泰
二
郎
（
槐
南
）。

賞
茶
結
社
、
尾
藩
最
甚
。
先
生
作
「
毀
茶
行
」、
諷
其
玩
物
喪
志
。

元
治
元
年　
　

七
月
有
聞
蛤
御
門
変
詩
。
中
秋
月
無
弟
子
勤
号
静
処
至
詩
。
此
年
鷲
津
毅
堂
仕
尾
藩
為
侍
講
。

慶
応
元
年　
　

有
田
宮
総
裁
笹
島
陪
遊
詩
。
又
有
毅
堂
先
輩
錦
旋
八
律
次
韻
詩
、
聞
藤
井
竹
外
訃
等
諸
作
。

先
生
在
郷
、
奉
執
政
之
命
。
限
一
日
、
賦
春
詩
百
題
。
執
政
驚
嘆
曰
「『
胸
有
錦
繍
』、
古
人
不
我
誣
」

慶
応
二
年　
　

九
月
遊
越
前
。
寓
福
井
孝
顕
寺
、
謁
松
平
春
嶽
公
。
十
二
月
下
足
羽
川
、
三
国
港
滞
在
。

慶
応
三
年　
　

遊
吉
崎
・
山
代
諸
地
。
有
三
国
竹
枝
五
十
首
詩
。
此
年
余
入
門
、
当
時
称
永
井
三
橋
。

明
治
元
年　
　

従
藩
公
北
征
軍
与
丹
羽
花
南
等
応
酬
。
編
『
銅
椀
龍
吟
』、『
新
暦
謡
』。

明
治
二
年　
　

中
秋
藩
公
賜
宴
、
有
五
言
排
律
一
首
。

明
治
三
年　
　

 

三
月
永
井
西
浦
（
釤
之
助
兄
）
開
詩
会
於
其
家
。
同
月
十
三
日
子
槐
南
上
学
、
有
志
喜
七
律
一
首
。
八
月
十
二
日
城
内
公
宴
、
有
応
令
詩
排
律
二

章
。

明
治
四
年　
　

歳
暮
一
首
「
有
客
中
聊
復
爾
、
也
勝
在
家
貧
」
之
句
、
近
況
可
想
。
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明
治
五
年　
　

二
月
喪
国
島
氏
、
有
悼
亡
二
律
。
八
月
下
木
曽
川
、
遊
伊
勢
至
西
濃
。
冬
寓
養
老
戸
倉
竹
圃
家
有
七
律
十
三
首
。

明
治
六
年　
　

三
月
十
四
日
移
居
岐
阜
。
十
月
六
日
同
岡
本
黄
石
賞
月
於
長
良
川
。
野
村
藤
陰
来
訪
。

明
治
七
年　
　

 
三
月
三
十
日
行
先
室
国
島
氏
大
祥
忌
、
拉
児
泰
次
郎
往
哭
墓
。
墓
在
名
古
屋
円
頓
寺
。
十
月
移
居
東
京
。
十
月
十
五
日
発
岐
阜
、
二
十
日
至
豊
橋
、

二
十
七
日
入
京
。

明
治
八
年　
　

 

卜
居
于
下
谷
区
中
徒
町
三
丁
目
。
茉
莉
巷
凹
処
、
以
近
摩
利
支
天
祠
也
。
有
東
京
才
人
絶
句
、
雑
誌
「
新
文
詩
」
編
輯
発
行
。

明
治
甲
戌
、
先
生
徙
居
于
東
京
、
創
茉
莉
吟
社
、
編
「
新
文
詩
」、
月
次
刊
行
。
世
比
之
於
筺
中
集
。

明
治
九
年　
　

 

送
岡
本
黄
石
西
帰
。

明
治
十
年　
　

 

有
西
南
時
事
詩
之
作
。
問
丹
羽
花
南
病
。

明
治
十
一
年　

有
六
十
自
贈
詩
。
三
条
公
対
鴎
荘
題
、
祠
村
上
仏
山
十
不
楼
詩
等
諸
作
。

明
治
十
二
年　

五
月
十
八
日
移
居
旧
宅
対
門
。
三
条
公
被
召
。
有
華
甲
自
寿
詩
。
名
家
次
韻
多
。

明
治
十
三
年　

有
送
三
橋
生
祇
役
于
静
岡
詩
。

明
治
十
四
年　

遊
北
越
有
『
新
潟
竹
枝
』
著
。

明
治
十
五
年　

遊
房
総
。
又
坐
湯
于
伊
香
保
。

歳
在
壬
午
。
余
年
十
六
。
録
詩
乞
政
。
先
生
題
曰
「
清
風
来
故
人
、
故
人
今
不
見
。
松
下
有
清
風
、
清

風
何
稷
稷
」
雖
不
敢
当
、
以
充
坐
銘
。

明
治
十
六
年　

遊
甲
州
上
明
身
延
山
、
面
謁
日
鑑
管
長
。
又
訂
交
薄
井
小
蓮
村
上
帰
雲
等
。

明
治
十
七
年　

迎
新
年
于
美
濃
古
市
場
村
。
入
江
州
経
彦
根
入
京
都
、
与
伊
勢
小
淞
、
谷
太
湖
等
唱
酬
。
二
月
十
七
日
経
姫
路
入
岡
山
。

明
治
十
八
年　

有
病
。
八
月
二
十
日
伴
槐
南
至
伊
香
保
温
泉
。
又
至
信
州
平
穏
温
泉
。

明
治
十
九
年　

森
文
部
大
臣
招
致
、
十
月
十
六
日
発
東
京
遊
四
国
。
途
過
滋
賀
、
与
県
令
中
井
桜
洲
、
県
丞
阪
本
三
橋
等
応
酬
。
有
湖
南
十
二
勝
絶
句
。

明
治
二
十
年　

徳
島
、
脇
町
、
箸
蔵
、
屋
島
、
丸
亀
、
玉
浦
各
地
歴
遊
、
有
箸
蔵
大
作
。
十
月
遊
東
北
地
方
、
至
白
河
、
二
本
松
、
松
島
等
各
地
。

明
治
二
十
一
年　

四
月
十
一
日
赴
松
浦
伯
蓬
莱
園
、
与
川
田
甕
江
、
枕
山
、
鱸
松
塘
、
向
山
黄
村
諸
老
同
席
。
陪
伊
藤
春
畝
公
、
遊
夏
島
金
沢
諸
地
。

明
治
二
十
二
年　

 

移
居
于
麹
町
平
河
町
。
児
槐
南
掃
先
妣
墓
於
名
古
屋
円
頓
寺
、
有
次
韻
。
十
一
月
二
十
一
日
病
没
。
葬
于
日
暮
里
経
王
寺
。
有
辞
世
詩
、「
七

十
一
年
一
夢
非
、
茶
煙
禅
榻
倚
斜
暉
。
児
曹
若
問
三
生
事
、
胡
蝶
花
前
胡
蝶
飛
」

先
生
墓
標
、
冠
以
詩
人
二
字
。
蓋
倣
呉
梅
村
也
。

紊
れ
ず
。
近
代
の
作
手
、
惟
だ
広
瀬
梅
墩
の
み
髣
髴
た
る
を
得
べ
し
。
先
君
子

の
九
原
に
て
之
を
見
れ
ば
、
必
ず
当
に
故
人
の
あ
る
を
喜
ぶ
べ
き
か
な
。
焦
仲

卿
の
妻
の
詩
、
凡
そ
一
千
七
百
四
十
五
字
な
り
。
古
今
の
長
篇
、
斯
れ
を
其
の

冠
た
り
と
為
す
。
清
初
の
呉
梅
村
の
哭
志
衍
一
篇
も
亦
た
大
作
と
称
す
。
餘
所

罕
に
見
ゆ
。
而
れ
ど
も
此
の
篇
相
拮
抗
す
。
其
の
中
の
開
闔
変
化
、
力
を
香
山

に
得
る
こ
と
実
に
多
し
。
固
よ
り
徒
だ
冗
長
を
以
て
能
と
為
さ
ざ
る
な
り
。

　

駆
け
足
の
紹
介
で
は
あ
る
が
、
寧
斎
が
ど
の
よ
う
に
春
濤
の
生
涯
を
描
こ
う

と
し
た
か
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
注
い
だ
か
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

更
に
、
こ
の
詩
が
春
濤
の
伝
記
と
し
て
は
、
ど
の
位
の
価
値
を
持
つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
春
濤
の
年
譜
に
つ
い
て
は
、
春
濤
の
弟
子
の
一
人
、
阪
本
釤
之
助
が

編
輯
し
た
「
春
濤
先
生
年
譜
抄
録
）
13
（

（
以
下
、
抄
録
と
略
す
）」
が
最
も
優
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
と
比
較
し
た
い
。
表
２
で
「
抄
録
」
と
寧
斎
の
注
で
年
代
が

推
定
で
き
る
も
の
を
対
照
す
る
。
両
者
で
特
に
違
う
姿
勢
は
、「
抄
録
」
が

『
春
濤
詩
鈔
』（
明
治
四
十
五
年
刊
）
に
収
め
る
編
年
順
の
詩
題
を
基
調
と
し
、

個
々
の
出
来
事
を
淡
々
と
綴
る
の
に
対
し
、
寧
斎
の
注
は
情
報
量
で
は
劣
る
も

の
の
、
春
濤
の
逸
事
を
伝
え
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る
。
寧
斎
注
に

示
す
「
黒
船
行
」「
毀
茶
行
」、
詩
題
は
不
明
の
「
清
風
来
故
人
、
故
人
今
不
見
。

松
下
有
清
風
、
清
風
何
稷
稷
」
詩
は
、『
春
濤
詩
鈔
』
に
は
未
収
録
で
あ
る
た

め
、
春
濤
の
散
佚
し
た
詩
を
紹
介
す
る
点
も
大
き
な
価
値
が
あ
る
。
両
者
を
併

せ
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
詳
細
に
春
濤
の
生
涯
に
触
れ
る
こ
と
が
で
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き
よ
う
。

最
後
に

　
『
出
門
小
草
』
は
、「
恭
輓
春
濤
森
先
生
」
詩
の
よ
う
な
長
大
な
古
詩
の
他
に

も
、
律
詩
・
絶
句
の
詩
を
収
め
、
表
現
の
幅
の
あ
る
詩
集
で
も
あ
る
。
し
か
も
、

そ
れ
を
二
十
六
才
の
若
さ
で
成
し
た
こ
と
は
、
冒
頭
の
中
村
の
指
摘
に
あ
る
よ

う
に
、
詩
人
と
し
て
の
声
価
を
定
め
る
に
は
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詩
は
寧
斎
一
人
の
能
力
の
み
の
作
物
で
は
な
く
、

槐
南
や
兄
弟
子
達
の
助
言
・
添
削
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
寧
斎
の

優
れ
た
詩
才
が
こ
の
詩
集
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
後
に
槐
南
を

支
え
、
明
治
漢
詩
壇
に
欠
か
せ
ぬ
存
在
と
な
る
寧
斎
の
力
量
を
大
き
く
世
に
知

ら
し
め
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注
１ 　

寧
斎
の
先
行
研
究
、
及
び
寧
斎
に
関
連
す
る
資
料
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　

中
村
忠
行
「
正
岡
子
規
と
野
口
寧
斎
」、
文
学
３
３-

１
０
、
岩
波
書
店　

一
九
六

五
年
十
月
。
合
山
林
太
郎
「
野
口
寧
斎
の
前
半
生
―
明
治
期
に
お
け
る
漢
詩
と
小
説

―
」、
東
洋
文
化
復
刊
第
九
十
五
号
、
無
窮
会　

二
〇
〇
五
年
十
月
。
同
「
野
口
寧
斎

の
後
半
生
―
明
治
期
漢
詩
人
の
詩
業
と
交
友
圏
―
」、「
斯
文
」
第
一
一
五
号
、
斯
文

会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
。
廣
庭
基
介
「
研
究
成
果　

島
文
次
郎　

本
館
初
代
館
長
略

伝
」、
静
脩
臨
時
増
刊
号
１
０
０
周
年
記
念
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
九
年

十
一
月
。
前
田
愛
「
嗚
呼
世
は
夢
か
幻
か
―
野
口
男
三
郎
事
件
顛
末
」（
一
九
七
七
年
、

朝
日
新
聞
社
よ
り
刊
行
の
『
幻
景
の
明
治
』
所
収
。
後
に
『
前
田
愛
著
作
集
』
第
四

巻
、
岩
波
現
代
文
庫
に
も
所
収
）。
松
本
清
張
『
ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
譜
』、
一
九
六
八

年
、
新
潮
社
よ
り
刊
行
。
後
に
中
公
文
庫
に
所
収
。
＊
「
野
口
男
三
郎
事
件
」
の
記

述
が
あ
る
。
永
原
和
子
監
修　
『
日
本
女
性
肖
像
大
事
典
』、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
五
年
十
一
月　

＊
野
口
曽
恵
子
の
写
真
を
収
め
る
。
手
塚
登
望
『
寒
空
の
梅

そ
の
面
清
く
尊
し
菩
薩
に
も
似
て
』、
文
芸
社
、
一
九
八
九
年
三
月　

＊
野
口
曽
恵
が

晩
年
を
過
ご
し
た
、
諫
早
の
福
寿
園
を
題
材
と
し
た
小
説
。

　
　

本
論
文
で
は
、
特
に
合
山
「
野
口
寧
斎
の
前
半
生
―
明
治
期
に
お
け
る
漢
詩
と
小

説
―
」
よ
り
、
多
大
な
裨
益
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、

本
文
中
で
の
合
山
論
文
の
引
用
は
全
て
右
論
文
か
ら
で
あ
る
。

２　
『
出
門
小
草
』
は
架
蔵
本
を
用
い
た
。
な
お
、
第
六
首
「
漢
源
閣
」
詩
は
、「
天
孫

擲
下
支
機
石
、
池
水
溶
溶
碧
似
油
。
夢
裏
仙

尋
不
得
、
澹
雲
深
鎖
小
迷
蔵
」
と
あ

る
が
、
寧
斎
が
朱
で
「
蔵
」
字
を
「
楼
」
字
に
書
き
換
え
て
い
る
の
で
、
注
記
す
る

（「
蔵
」
字
で
は
韻
字
に
な
ら
な
い
）。
ま
た
、
こ
の
「
漢
源
閣
」
の
命
名
者
は
春
濤
で

あ
る
。
春
濤
「
漢
源
閣
」
詩
（『
春
濤
詩
鈔
』
巻
十
六
所
収
）
に
「
游
竹
井
澹
如
別
墅
。

墅
在
星
川
水
源
之
地
。
予
命
之
曰
漢
源
閣
。
花
竹
幽
秀
、
蓋
不
譲

川
之
荘
也
」
と

注
記
が
あ
る
。

３　

神
田
喜
一
郞
編
『
明
治
漢
詩
文
集
』〈
明
治
文
学
全
集
第
六
十
二
巻
〉、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
三
年
八
月

４　
「
新
文
詩
」
は
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
に
よ
っ
た
。

５　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
に
よ
っ
た
。
現
在
で
は
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

６　
『
我
が
五
十
年
』、
東
亜
堂
、
一
九
二
〇
年
五
月
（
一
九
八
七
年
に
久
山
社
よ
り
復

刻
さ
れ
て
い
る
）

７　

学
海
日
録
研
究
会
編
『
学
海
日
録
』
第
四
巻
。
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
五
月
。

な
お
、「
癩
疾
」
は
今
日
の
視
点
で
は
不
適
当
な
表
現
で
あ
る
が
、
原
文
の
表
記
の
ま

ま
と
し
た
。

８　
「
野
口
寧
斎
の
逸
事
」、「
太
陽
」
第
十
一
巻
第
八
号
、
博
文
館
、
一
九
〇
五
年
五
月

（
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
を
用
い
た
）

９　

注
（
５
）
に
同
じ
。

10　
「
六
十
九　

槐
南
の
暗
香
・
竹
磎
の
疏
影
」（
以
下
、
神
田
の
引
用
は
全
て
こ
れ
に

よ
る
）、『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ⅱ
』、『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
七
巻
、
同
朋
社

出
版
、
一
九
八
六
年
一
二
月

11　
『
毎
日
新
聞
（
復
刻
版
）』
第
九
十
巻
、
不
二
出
版　

な
お
、
こ
の
記
事
は
「
作
詩

作
文
文
友
」
第
十
七
号
（
明
治
三
十
八
年
八
月
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

12　

詩
の
本
文
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
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春
濤
先
生
、
以
己
丑
十
一
月
念
一
日
易
簀
。
余
垂
髫
通
謁
、
恩
遇
多
年
。
父
執

誼
厚
、
情
比
葭
莩
。
而
不
料
有
今
日
也
。
令
嗣
槐
南
君
、
哀
毀
過
礼
。
余
朝
昏
過

従
、
何
忍
遽
志
痛
焉
。
越
庚
寅
一
月
八
日
、
当
卒
哭
之
辰
、
余
偶
在
熊
谷
。
乃
焚

香
設
位
、
恭
奠
長
古
一
篇
。
哀
見
乎
辞
。

吁
嚱
正
声
亡
、
伝
人
終
不
作
。
挙
世
貴
姿
媚
、

皆
俗
学
。
経
葩
而
無
邪
、

騒
怨
以
寄
託
。
有
待
先
生
出
、
集
成
創
新
格
。
蔚
彼
古
金
城
〈
名
古
屋
、
一

名
金
城
〉
世
家
追
扁
鵲
、
古
壁
夜
伝
方
。
清
流
晨
洗
薬
、
漫
期
三
折
肱
。
刀

匕
忽
揮
霍
、
総
為
俗
難
医
。
高
才
敢
齷
齪
。
李
杜
韓
蘇
黄
、
一
一
供
咀
嚼
。

漂
麦
留
佳
話
、
苦
吟
不
自
覚
〈
先
生
在
鷲
津
益
斎
塾
、
嗜
詩
甚
於
食
色
。
一

日
曝
書
於
庭
中
、
先
生
監
焉
。
先
生
思
詩
、
不
知
雨
驟
至
。
伝
為
談
柄
。
益

斎
嫡
嗣
毅
堂
君
戯
贈
曰
「
当
年
佳
話
吾
能
記
、
高
鳳
庭
前
漂
麦
来
」〉。
麗
思

動
千
言
、
墨
妙
無
斧
鑿
。
高
手
推
射
鵰
、
空
山
尚
抱
璞
。
蟹
江
秋
正
好
、
大

酔
上
蜃
閣
。

甲
海
為
杯
、
荷

天
是
幕
。
船
腹

蘆
花
、
笑
加
客
星
脚
。

漁
笛
呼
夢
醒
、
水
月
灔
可
捉
〈
先
生
寓
蟹
江
村
。
著
蘆
花
漁
笛
集
。
有
句
云

「
臥
伸
閑
脚
加
船
腹
、
人
道
蘆
中
有
客
星
」〉。
豪
懐
軽
担
簦
、
長
路
奈
空
槖
。

淪
落
書
生
衫
、

居
士
屩
。
風
雨
度
函
関
、
晴
雪
拝
蓮
嶽
。
清
瞻
八
朶
開
、

険
想
万
夫
郤
。
無
端
至
江
都
、
門
冷
不
施
箔
。
敞
簀
雨
淋
浪
、
朽
几
塵
傾
撲
。

笑
言
窮
亦
佳
、
此
才
資
磨
啄
。
一
曲
売
衣
歎
〈
先
生
在
江
戸
。
貧
甚
。
賦

「
売
衣
歎
」
一
篇
。
戯
謔
百
出
〉。
険
語
耐
駆
瘧
、
先
生
善
患
瘧
。
長
嘯
更
向

西
、
陸
機
初
入
洛
。
千
里
重
蓴
羮
、
多
士
愧
羊
酪
。
弾
琴
梁
伯
鸞
〈
梁
川
星

巌
〉。
捫
虱
王
景
略
〈
家
里
松
嶹
〉。
設
項
口
不
絶
、
相
逢
事
酬
酢
。
最
憶
月

波
楼
、
高
会
冠
倒
卓
。
銀
燭
鏗
然
僵
、
抜
剣
狂
僧
躍
。
大
喝
持
燈
来
、
哦
詩

神
自
若
。
鋒
鋭
不
可
当
、
揮
筆
等
横
槊
〈
先
生
在
京
師
。
斎
藤
拙
堂
将
帰
郷
。

諸
名
士
設
筵
于
三
樹
坡
月
楼
、
餞
之
。
僧
月
性
亦
来
会
。
酒
酣
、
有
起
蛮
舞

者
。
月
性
怫
然
、
揮
刀
仆
燭
。
衆
皆
失
色
。
先
生
大
呼
曰
「
詩
成
矣
」
命
妓

点
燈
、
疾
書
云
「
風
雨
楼
頭
燭
涙
催
、
此
筵
今
夜
是
離
盃
。
従
君
酔
抜
王
郎

剣
、
驚
殺
莫
愁
歌
莫
哀
」
満
座
閧
笑
〉。
当
時
国
歩
艱
、
壮
士
紛
交
錯
。
詩
有

殺
音
、
哀
似
霜
天
角
。
独
詣
宗
温
柔
、
文
章
麗
丹

。
風
雅
有
餘
声
、
所

以
推
卓
犖
。
帰
臥
卅
六
湾
〈
美
濃
長
柄
川
、
世
称
卅
六
湾
〉、
腹
笥
更
圧
赦
。

春
水
長
香
魚
、
桃
花
紅
灼
灼
。
短
命
蛍
雪
童
〈
嫡
子
蛍
窓
君
、
詩
才
敏
妙
。

有
神
童
目
、
以
病
夭
〉、
健
筆
霜
空
鶚
。
天
寒
日
暮
時
、
倚
竹
慰
寂
寞
〈
継
配

倚
竹
孺
人
、
実
槐
南
君
生
母
也
〉。
梅
鶴
佳
眷
属
、
同
聴
故
城
柝
。
学
植
見
淵

源
、
幸
舎
目
豈

。
咄
嗟
賦
百
春
、
出
処
都
適
確
〈
先
生
在
郷
、
奉
執
政
之

命
。
限
一
日
、
賦
春
詩
百
題
。
執
政
驚
嘆
曰
「『
胸
有
錦
繍
』、
古
人
不
我
誣
」〉。

漫
言
才
有
限
、
餘
裕
真
綽
綽
〈
先
生
有
「
三
日
苦
吟
才
有
限
、
百
方
冥
捜
句

難
円
」
句
〉。
満
腔
憂
世
心
、
毫
端
発
民

。
小
人
憐
喪
志
、
士
風
救
衰
弱
。

堂
堂
黒
船
行
、
出
語
殊
蹇
諤
〈
嘉
永
中
、
米
艦
来
于
浦
賀
。
海
内
騒
擾
。
先

生
作
「
黒
船
行
」、
紀
之
〉。
毀
茶
詞
亦
微
、
繊
児
吐
舌

〈
賞
茶
結
社
、
尾

藩
最
甚
。
先
生
作
「
毀
茶
行
」、
諷
其
玩
物
喪
志
〉。
忽
遭
聖
明
治
、
雅
頌
待

筆
削
。
京
国
多
故
人
、
曳
杖
出
雲

。
香
草
與
美
人
、
性
霊
称
木
鐸
。
汝
南

月
旦
新
、
文
詩
厳
評
駁
〈
明
治
甲
戌
、
先
生
徙
居
于
東
京
、
創
茉
莉
吟
社
、

編
「
新
文
詩
」、
月
次
刊
行
。
世
比
之
於
筺
中
集
〉。
幽
奇
長
吉
拈
、
瑰
麗
義

山

。
或
謂
詩
中
魔
、
先
生

然
噱
。
弾
指
現
華
厳
、
白
毫
眉
灼
爍
。
煩
悩

即
菩
提
、
不
受
菩
薩
縛
〈
先
生
最
喜
竹
枝
香
奩
等
作
。
或
目
為
詩
魔
。
先
生

賦
自
嘲
云
「
三
生
口
業
一
泥
犁
、
笑
詠
風
懐
待
品
題
。
説
與
傍
人
渾
不
信
、

大
煩
悩
是
大
菩
提
」〉。
鸚
鵡
驚
韓
郎
、
鴛
鴦
笑
崔
珏
。
青
蓮
可
大
呼
、
餘
皆

才
力
薄
〈
先
生
奉
青
蓮
・
昌
谷
・
玉
渓
、
為
圭

。
梨
堂
相
公
、
顔
其
堂
曰

「
三
李
」〉。
客
来
何
所
談
、
阿
戎
識
字
博
〈
先
生
辛
巳
新
年
有
「
客
来
多
與
阿

戎
談
」
句
。
蓋
指
槐
南
君
也
〉。
衣
鉢
讓
箕
裘
、
夢
寐
憶
邱
壑
。
三
年
一
笑
留
、

越
女
真
綽
約
。
花
圧
玉
欄
干
、
柳
維
金
絡
索
。
八
百
八
洲
秋
、
笑
傲
把
天
摸
。

游
仙
夢
縹
緲
、
和
月
流
霞
酌
〈
庚
辰
之
夏
、
先
生
北
游
。
有
『
新
潟
竹
枝
』

一
巻
。
丁
亥
之
秋
、
游
仙
台
。
観
松
島
、
有
「
游
仙
」
十
二
首
。
並
噲
炙
人

口
〉。
観
濤
興
最
豪
、
丁
亥
正
月
朔
。
雲
霞
猶
未
曙
、
金
烏
声

。

鞳
海

門
潮
、
扁
舟
心
境
拓
。
雲
夢
八
九
呑
、
呼
快
誇
矍
鑠
〈
丁
亥
元
旦
、
先
生
鳴

門
観
濤
。
賦
長
歌
一
篇
紀
之
。
為
先
生
晩
年
大
作
〉。
願
保
黄
髪
期
、
遽
驚
少

微
落
。
胡
蝶
春
魂
醒
、
海
棠
秋
夢
悪
〈
先
生
病
中
絶
句
「
七
十
一
年
一
夢
非
、

茶
煙
禅
榻
倚
斜
暉
。
児
曹
若
問
三
生
事
、
胡
蝶
花
前
胡
蝶
飛
」「
聞
向
西
風
号

断
腸
、
雖
無
香
露
色
華
香
。
可
憐
昨
夜
月
明
底
、
一
酔
呼
醒
秋
海
棠
」
倶
非

嘉
讖
也
〉。
遺
吟
代
薤
歌
、
送
柩
城
北
郭
。
日
暮
雨
満
山
、
蕭
颯
巻
乾

〈
先

生
新
塋
、
在
日
暮
里
経
王
寺
〉。
嗚
呼
七
十
年
、
煙
霞
供
裁
度
。
私
史
三
千
篇
、

雲
漢
比
昭
倬
〈「
悪
詩
長
短
三
千
首
、
私
史
春
秋
七
十
年
」
先
生
戊
子
元
旦
句

也
。
其
実
、
遺
稿
可
以
万
数
云
〉。
長
留
天
地
間
、
世
羨
布
衣
扑
。
大
碣
表
詩
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人
、
栄
勝
金
紫
爵
〈
先
生
墓
標
、
冠
以
「
詩
人
」
二
字
。
蓋
倣
呉
梅
村
也
〉。

生
平
尚
古
道
、
友
于
聯
棣
萼
〈
先
生
與
令
弟
精
所
君
、
友
誼
極
篤
〉。
落
落
豪

俠
心
、
情
誼
重
然
諾
〈
先
生
於
毅
堂
君
、
有
託
孤
之
誼
。
一
諾
不
渝
。
真
古

之
人
也
〉。
故
交
憐
我
孤
、
曽
許
叩
門
数
。
和
気
愛
日
温
、
具
見
恩
威
渥
。
十

六
我
学
詩
、
雌
黄
偏
懇

。
万
里
期
桐
花
、
一
顧
感
伯
楽
〈
歳
在
壬
午
。
余

年
十
六
。
録
詩
乞
政
。
先
生
題
曰
「
清
風
来
故
人
、
故
人
今
不
見
。
松
下
有

清
風
、
清
風
何
稷
稷
」
雖
不
敢
当
、
以
充
坐
銘
〉。
追
随
詩
酒
游
、
恍
然
尚
如

昨
。
望
己
負
荀
龍
、
恩
未
報
楊
雀
。
遺
照
蔵
在
筐
、
珠
髯
白
一
握
〈
先
生
見

恵
観
濤
小
照
〉。
同
里
説
豊
公
、
面
自
類
猿
玃
〈
先
生
自
題
小
照
云
「
本
貫
尾

張
洲
、
傍
人
笑
不
休
。
竊
聞
豊
太
閤
、
面
貌
類
獼
猴
」〉。
幾
聞
酔
後
吟
、
先

生
尤
善
謔
。
我
曰
古
神
仙
、
暗
中
摸
索
著
。
仙
乎
今
安
在
、
我
心
転
悠
邈
。

爰
当
卒
哭
辰
、
寒
泉
奠
幾
勺
。
再
拝
一
歔
欷
、
仰
望
天
宇
廊
。
鐘
歇
雲
容
容
、

髣
髴
瑶
台
鶴
。

　

寧
斎
為
松
陽
先
生
嫡
嗣
。
先
生
與
先
君
子
交
、
有
知
己
之
感
焉
。
故
寧
斎
此
篇
、

用
全
力
為
之
。
布
置
井
然
、
一
糸
不
紊
。
近
代
作
手
、
惟
広
瀬
梅
墩
可
得
髣
髴
。

先
君
子
九
原
見
之
。
必
当
喜
故
人
有
子
矣
。
焦
仲
卿
妻
詩
、
凡
一
千
七
百
四
十
五

字
。
古
今
長
篇
、
斯
為
其
冠
。
清
初
呉
梅
村
哭
志
衍
一
篇
、
亦
称
大
作
。
餘
所
罕

見
、
而
此
篇
相
拮
抗
。
其
中
開
闔
変
化
、
得
力
香
山
実
多
。
固
不
以
冗
長
為
能
也
。
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東
洋
文
化
三
、
東
洋
文
化
振
興
会
、
一
九
五
七
年
十
月

 

（
ひ
の
・
と
し
ひ
こ　

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
）


